
年間の見通し
振り返りシート

学校行事
総合的な
探究の時間

社会へ羽ばたく
『 １７歳の挑戦』

等

キャリア・
パスポート

キャリア・パスポートの作成及び活用方法

県立学校

小学校、中学校

キャリア・パスポートの引き継ぎは、
原則、生徒を通じて行う。

ポートフォリオ

日常の授業や行事等を
A４版用紙（シート）に記
録したもの。

キャリア・パスポート

精選したポートフォリオを
蓄積したファイル。

各 学 年

・年度毎に作成したシートを精選し、各学年のシート枚数を５枚
・以内（両面使用可）とする。片面使用の場合は１０枚以内とする。

・シートは学校でこれまでに作成したもの、別添の様式１～７を基にカスタマイズ
・したものを使用する。

「キャリア・パスポート」とは（文部科学省）
児児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動について、特別活動の学級活
動及びホームルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状況やキャリア形成を見通した
り振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことである。
児なお、その記述や自己評価の指導にあたっては、教師が対話的に関わり、児童生徒一人一人の目標
修正などの改善を支援し、個性を伸ばす指導へとつなげながら、学校、家庭及び地域における学びを自
己のキャリア形成に生かそうとする態度を養うよう努めなければならない。

「キャリア・パスポート」の目的（文部科学省）
児小学校から高等学校を通じて、児童生徒にとっては、自らの学習状況やキャリア形成を見通りしたり、
振り返ったりして、自己評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につなぐもの。
児教師にとっては、その記述をもとに対話的にかかわることによって、児童生徒の成長を促し、系統的な
指導に資するもの。

振り返り

・年度当初に、生徒自身が年間の見通しを立て、振り返りしやすいシートを作成
・することが望ましい。（様式１・２）

・振り返る内容としては、教科学習、教科外学習、学校外の活動
・の３つの視点で振り返り、特別活動を要としつつ、各教科等と
・学びが往還していることを生徒が認識できるように工夫するこ
・とが大切である。

・１年生の１学期に、HRや総合的な探究の時間等の中で、義務教育段階の「キャ
・リア・パスポート」を活用し、生徒の成長や変遷を振り返らせる。

・「キャリア・パスポート」 は原則、学校で管理する。

学年間のキャリア・パスポートの
引き継ぎは、原則、教師間で行う。

卒業

キャリア・パスポートを
生徒に返却する。

様式１ : 各学年用(年間) 様式６ : 各学年用(学期間)

様式２ : 卒業学年用(年間)

様式３～５ : 学校行事・学校外の活動等シート

様式７ : 進路指導での活用を想定したシート

（例）
・体育大会
・ライフプラン
・ボランティア活動
・大学探訪 等

・ ・ ・

富山県 県立学校における活用について

・特別な配慮を必要とする生徒への対応については、個々の障害の状態や特性
・および心身の発達段階等に応じた記録や蓄積となるようにする。


